
(57)【要約】

【課題】　電子メールの発信者の認証と、Ｗｅｂコンテ

ンツのファイルの登録及び管理を容易に行うようにする

。

【解決手段】　登録者クライアント装置２０からＷｅｂ

サーバ１０に対しインターネット３０を介して更新のた

めに登録すべきＷｅｂコンテンツのファイルが電子メー

ルで送信されると、Ｗｅｂサーバ１０により、そのＷｅ

ｂコンテンツのファイルが電子メールで受け付けられ、

そのＷｅｂコンテンツのファイルを介しての登録者が認

証された後にそのＷｅｂコンテンツのファイルが登録さ

れるようにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に よ り 、 登 録 者 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 の た め の フ ァ イ ル が 電 子 メ ー ル
で 受 け 付 け ら れ 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て 前 記 登 録 者 が 認 証 さ れ た 後 に
前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 接 続 さ れ る 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 に
よ り 、 登 録 す べ き 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 送 信 さ れ る 工 程 と を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 上 で 稼 働 す る サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 に よ り 、 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン
ト 装 置 と の 間 で 前 記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 が 行 わ れ る 工 程 と 、
　 前 記 登 録 者 の 認 証 に 必 要 な 登 録 者 情 報 及 び 登 録 者 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ の 更 新 に 必 要 な 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル パ ス と が 認 証 デ ー タ ベ ー ス に
登 録 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 実 体 の フ ァ イ ル が Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ る
工 程 と 、
　 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 に よ り 、 前 記 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 を 介 し て 受 け 取 っ た 前 記
電 子 メ ー ル に 対 す る 前 記 認 証 デ ー タ ベ ー ス 内 の 情 報 に 基 づ い た 認 証 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ
ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル へ の 前 記 フ ァ イ ル パ ス を 用 い て の
ア ク セ ス と が 行 わ れ る 工 程 と 、
　 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 に よ り 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が
前 記 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 配 信 さ れ る 工 程 と を 有 し 、
　 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 は 、
　 ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 に よ り 、 前 記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 が 行 わ れ る 工 程 と 、
　 Ｗ ｅ ｂ 閲 覧 部 に よ り 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 に よ っ て 配 信 さ れ た 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が 閲
覧 さ れ る 工 程 と を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、
　 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 は 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と そ れ ぞ れ 対
を な す 登 録 者 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、
　 前 記 電 子 メ ー ル が 送 受 信 さ れ る 際 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と 前 記 登 録
者 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と が 用 い ら れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 登 録 者 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 の た め の フ ァ イ ル を 電 子 メ ー ル で 受 け 付 け 、 前 記 Ｗ ｅ
ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て 前 記 登 録 者 を 認 証 し た 後 に 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ
イ ル を 登 録 す る 機 能 を 有 す る Ｗ ｅ ｂ サ ー バ と 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 接 続 さ れ 、 登 録 す べ き 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン
テ ン ツ の フ ァ イ ル を 送 信 す る 機 能 を 有 す る 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 と を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 上 で 稼 働 し 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 と の 間 で 前 記 電 子 メ ー ル の 送
受 信 を 行 う 機 能 を 有 す る サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 と 、
　 前 記 登 録 者 の 認 証 に 必 要 な 登 録 者 情 報 及 び 登 録 者 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ の 更 新 に 必 要 な 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル パ ス と が 登 録 さ れ る 認 証 デ ー
タ ベ ー ス と 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 実 体 の フ ァ イ ル が 格 納 さ れ る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス と
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、
　 前 記 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 を 介 し て 受 け 取 っ た 前 記 電 子 メ ー ル に 対 す る 前 記 認 証 デ ー
タ ベ ー ス 内 の 情 報 に 基 づ い た 認 証 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル へ の 前 記 フ ァ イ ル パ ス を 用 い て の ア ク セ ス と を 行 う 機 能 を 有 す る Ｗ
ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 と 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ を 前 記 イ ン タ ー ネ ッ ト 上
に 配 信 す る 機 能 を 有 す る Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 と を 備 え 、
　 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 は 、
　 前 記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 を 行 う 機 能 を 有 す る ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 と 、
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 に よ っ て 配 信 さ れ た 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ を 閲 覧 す る Ｗ ｅ ｂ 閲 覧 部 と
を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、
　 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 は 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と そ れ ぞ れ 対
を な す 登 録 者 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、
　 前 記 電 子 メ ー ル が 送 受 信 さ れ る 際 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と 前 記 登 録
者 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と が 用 い ら れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 定 電 子 メ ー ル ア ド レ ス か ら 送 付 さ れ る フ ァ イ ル を Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ に 登 録
す る こ と に よ り 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ を 更 新 す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 は 、 Ｗ ｅ ｂ サ イ ト に ロ グ イ ン し 、 フ ァ イ ル 転 送 ソ フ ト を 使 用 す
る 方 法 が 一 般 的 で あ る 。 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 者 が 一 旦 Ｗ ｅ ｂ
サ ー バ に ロ グ イ ン す る 必 要 が あ る た め 手 順 が 繁 雑 で あ り 、 ま た Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 か ら み て も
セ キ ュ リ テ ィ 管 理 面 か ら ロ グ イ ン 環 境 を 用 意 す る こ と は 望 ま し い こ と で は な い 。 ま た 、 Ｗ
ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が 複 数 の 作 成 者 か ら な る 場 合 に 管 理 が 複 雑 に な る 一 面 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ を 更 新 す る た め に は 、 コ ン テ ン ツ デ ー タ を 保 有 す る Ｗ ｅ ｂ サ
ー バ に 対 し て Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ を 登 録 し よ う と す る 者 を 登 録 し 、 登 録 し よ う と す る フ ァ イ
ル な ら び に そ の フ ァ イ ル を 含 む デ ィ レ ク ト リ に Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 者 の 更 新 権 を 与 え 、
さ ら に 登 録 者 は フ ァ イ ル 転 送 ソ フ ト を 使 用 し て Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に ロ グ イ ン し 、 フ ァ イ ル を 転
送 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 方 法 で は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 所 を サ ー バ に 登 録 し た り 、 デ ィ レ
ク ト リ や フ ァ イ ル に 更 新 権 を 与 え た り な ど の 作 業 を 必 要 と し 、 さ ら に 更 新 す る 際 は Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ 登 録 者 が サ ー バ に ロ グ イ ン し て 、 フ ァ イ ル を 転 送 す る と い う 手 順 が 必 要 で あ る
。 さ ら に は 、 登 録 す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が 複 数 あ る 場 合 に は デ ィ レ ク ト リ や フ ァ イ ル の 更
新 権 の 管 理 が 複 雑 と な る 。 こ の 場 合 、 手 間 が か か る 上 に 、 登 録 者 の ロ グ イ ン 環 境 を 作 る こ
と か ら セ キ ュ リ テ ィ 上 の 脆 弱 性 が 発 生 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ち な み に 、 特 許 文 献 １ で は 、 端 末 か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て ユ ー ザ 問 い 合 わ せ 用 メ ー ル
ア ド レ ス へ 問 い 合 わ せ 電 子 メ ー ル を 送 信 し 、 情 報 公 開 サ ー バ で は ユ ー ザ 問 い 合 わ せ 用 メ ー
ル ア ド レ ス 宛 に ユ ー ザ か ら 送 信 さ れ た 問 い 合 わ せ 電 子 メ ー ル を ｈ ｔ ｍ ｌ に 変 換 し 、 変 換 し
た フ ァ イ ル を 予 め 定 め ら れ た 記 憶 装 置 の 所 定 の デ ィ レ ク ト リ に 保 管 し 、 ｈ ｔ ｍ ｌ 形 式 の 番
号 順 一 覧 へ ｈ ｔ ｍ ｌ フ ァ イ ル 名 を 追 加 し 、 問 い 合 わ せ 電 子 メ ー ル を 、 管 理 者 用 ク ラ イ ア ン
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ト 端 末 に 送 信 し 、 管 理 者 用 ク ラ イ ア ン ト 端 末 か ら 、 問 い 合 わ せ 電 子 メ ー ル に 回 答 す る 際 に
返 信 用 の ユ ー ザ ア ド レ ス に 加 え て 、 ユ ー ザ 問 い 合 わ せ 用 メ ー ル ア ド レ ス に も 送 信 す る よ う
に し た 電 子 メ ー ル を 利 用 し た Ｗ ｅ ｂ 文 書 自 動 更 新 方 法 を 提 案 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ４ ４ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た も の で は 、 電 子 メ ー ル に よ る ユ ー ザ 問 い 合 わ せ 内 容 や
Ｆ Ａ Ｑ 集 等 の ｈ ｔ ｍ ｌ コ ン テ ン ツ を 自 動 生 成 し 記 憶 さ せ る こ と に 主 眼 を お い て お り 、 こ れ
ら の 情 報 を Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に 掲 載 す る た め の 作 業 工 数 の 低 減 と 、 ユ ー ザ 満 足 度 の 向 上 と を 狙
い と し て い る た め 、 電 子 メ ー ル の ｈ ｔ ｍ ｌ 変 換 機 能 と 変 換 し た ｈ ｔ ｍ ｌ フ ァ イ ル を 保 管 す
る 機 能 と を 有 し て い る が 、 電 子 メ ー ル の 発 信 者 を 認 証 す る 機 能 、 な ら び に 電 子 メ ー ル の 添
付 フ ァ イ ル 登 録 及 び 管 理 に つ い て は 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 電 子 メ ー ル の 発 信 者 を 認 証 す る 機 能 を 有 し て い な い 場 合 、 い た ず ら や 誤 操
作 に よ る 書 き 込 み 、 Ｄ ｏ Ｓ 攻 撃 （ こ の 場 合 、 問 い 合 わ せ メ ー ル ア ド レ ス へ の Ｓ Ｐ Ａ Ｍ メ ー
ル が そ れ 該 当 す る ） へ の 対 処 が 不 可 能 と な っ て し ま う 。 ま た 、 登 録 す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ
が 複 数 あ る 場 合 に は デ ィ レ ク ト リ や フ ァ イ ル の 更 新 権 の 管 理 が 複 雑 と な る ば か り か 、 電 子
メ ー ル の 添 付 フ ァ イ ル 登 録 及 び 管 理 が 煩 雑 に な っ て し ま う も の と 容 易 に 予 測 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 を 行 う 場 合 、 電 子 メ ー ル の 発 信 者
を 認 証 す る 機 能 を 有 し て い な い と 、 い た ず ら や 誤 操 作 に よ る 書 き 込 み 、 Ｄ ｏ Ｓ 攻 撃 （ こ の
場 合 、 問 い 合 わ せ メ ー ル ア ド レ ス へ の Ｓ Ｐ Ａ Ｍ メ ー ル が そ れ 該 当 す る ） 等 へ の 対 処 が 不 可
能 と な っ て し ま い 、 ま た 、 登 録 す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が 複 数 あ る 場 合 に は デ ィ レ ク ト リ や
フ ァ イ ル の 更 新 権 の 管 理 が 複 雑 と な る ば か り か 、 電 子 メ ー ル の 添 付 フ ァ イ ル 登 録 及 び 管 理
が 煩 雑 に な っ て し ま う 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に よ り 、 登 録 者 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ
ン ツ の 更 新 の た め の フ ァ イ ル が 電 子 メ ー ル で 受 け 付 け ら れ 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ
イ ル を 介 し て 前 記 登 録 者 が 認 証 さ れ た 後 に 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 さ れ る
工 程 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 接 続 さ れ る 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト
装 置 に よ り 、 登 録 す べ き 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 送 信 さ れ る 工 程 と を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 上 で 稼 働 す る サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 に
よ り 、 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 と の 間 で 前 記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 が 行 わ れ る 工 程 と 、
前 記 登 録 者 の 認 証 に 必 要 な 登 録 者 情 報 及 び 登 録 者 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ
ン テ ン ツ の 更 新 に 必 要 な 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル パ ス と が 認 証 デ ー タ ベ ー ス に 登
録 さ れ る 工 程 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 実 体 の フ ァ イ ル が Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー
ス に 格 納 さ れ る 工 程 と 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 に よ り 、 前 記 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 を
介 し て 受 け 取 っ た 前 記 電 子 メ ー ル に 対 す る 前 記 認 証 デ ー タ ベ ー ス 内 の 情 報 に 基 づ い た 認 証
と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ の コ ン テ ン ツ フ ァ イ ル へ の 前 記 フ
ァ イ ル パ ス を 用 い て の ア ク セ ス と が 行 わ れ る 工 程 と 、 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 に よ り 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ
ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が 前 記 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 配 信 さ れ る 工
程 と を 有 し 、 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 は 、 ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 に よ り 、 前
記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 が 行 わ れ る 工 程 と 、 Ｗ ｅ ｂ 閲 覧 部 に よ り 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 に よ っ
て 配 信 さ れ た 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が 閲 覧 さ れ る 工 程 と を 有 す る よ う に す る こ と が で き る
。
　 ま た 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、 前 記 登 録 者 ク
ラ イ ア ン ト 装 置 は 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と そ れ ぞ れ 対 を な す 登 録 者 側
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の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、 前 記 電 子 メ ー ル が 送 受 信 さ れ る 際 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗
号 鍵 及 び 復 号 鍵 と 前 記 登 録 者 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と が 用 い ら れ る よ う に す る こ と が で き
る 。
　 本 発 明 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム は 、 登 録 者 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 の た め
の フ ァ イ ル を 電 子 メ ー ル で 受 け 付 け 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て 前 記 登 録
者 を 認 証 し た 後 に 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 登 録 す る 機 能 を 有 す る Ｗ ｅ ｂ サ ー バ
と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 接 続 さ れ 、 登 録 す べ き 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ
ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 送 信 す る 機 能 を 有 す る 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 。
　 ま た 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 上 で 稼 働 し 前 記 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置
と の 間 で 前 記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 を 行 う 機 能 を 有 す る サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 と 、 前 記 登
録 者 の 認 証 に 必 要 な 登 録 者 情 報 及 び 登 録 者 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン
ツ の 更 新 に 必 要 な 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル パ ス と が 登 録 さ れ る 認 証 デ ー タ ベ ー ス
と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 実 体 の フ ァ イ ル が 格 納 さ れ る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス
と 、 前 記 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 を 介 し て 受 け 取 っ た 前 記 電 子 メ ー ル に 対 す る 前 記 認 証 デ
ー タ ベ ー ス 内 の 情 報 に 基 づ い た 認 証 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ
ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル へ の 前 記 フ ァ イ ル パ ス を 用 い て の ア ク セ ス と を 行 う 機 能 を 有 す る
Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス 内 の 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン
ツ を 前 記 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 配 信 す る 機 能 を 有 す る Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 と を 備 え 、 前 記 登 録 者 ク
ラ イ ア ン ト 装 置 は 、 前 記 電 子 メ ー ル の 送 受 信 を 行 う 機 能 を 有 す る ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送
受 信 部 と 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 に よ っ て 配 信 さ れ た 前 記 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ を 閲 覧 す る Ｗ ｅ ｂ
閲 覧 部 と を 備 え る よ う に す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、 前 記 登 録 者 ク
ラ イ ア ン ト 装 置 は 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と そ れ ぞ れ 対 を な す 登 録 者 側
の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 を 有 し 、 前 記 電 子 メ ー ル が 送 受 信 さ れ る 際 、 前 記 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ 側 の 暗
号 鍵 及 び 復 号 鍵 と 前 記 登 録 者 側 の 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 と が 用 い ら れ る よ う に す る こ と が で き
る 。
　 本 発 明 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 で は 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 か ら Ｗ ｅ ｂ サ ー バ
に 対 し イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 更 新 の た め に 登 録 す べ き Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 電
子 メ ー ル で 送 信 さ れ る と 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に よ り 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 電 子
メ ー ル で 受 け 付 け ら れ 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て 登 録 者 が 認 証 さ れ た 後
に Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ に よ り 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ
の フ ァ イ ル が 電 子 メ ー ル で 受 け 付 け ら れ 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て 登 録
者 が 認 証 さ れ た 後 に Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 さ れ る さ れ る よ う に し た の で 、 電
子 メ ー ル の 発 信 者 の 認 証 と 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル の 登 録 及 び 管 理 を 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 電 子 メ ー ル 、 暗 号 鍵 、 復 号 鍵 及 び デ ー タ ベ ー ス と の 認 証 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 ロ
グ イ ン し て フ ァ イ ル 転 送 を 行 う と い う 手 順 を ふ む こ と な く 、 予 め 登 録 さ れ た Ｗ ｅ ｂ コ ン テ
ン ツ の 登 録 者 が 特 定 様 式 の 電 子 メ ー ル を Ｗ ｅ ｂ サ ー バ の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス 宛 に 送 付 す る
だ け で 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 が 行 わ れ る よ う に し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 に 係 る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム の
概 要 を 説 明 す る た め の 図 、 図 ２ は 図 １ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム に よ る Ｗ ｅ ｂ コ
ン テ ン ツ の 更 新 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ と 登 録 者 ク
ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ と を 備 え 、 こ れ ら は イ ン タ ー ネ ッ ト ３ ０ を 介 し て 相 互 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ は 、 登 録 者 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 の た め の フ ァ イ ル を 電 子 メ ー ル
で 受 け 付 け 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て 登 録 者 を 認 証 し た 後 に そ の Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 登 録 す る 機 能 を 有 す る も の で あ り 、 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 １ １
、 認 証 Ｄ Ｂ （ デ ー タ ベ ー ス ） １ ２ 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 １ ３ 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ
（ デ ー タ ベ ー ス ） １ ４ 、 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 １ ５ を 備 え て い る 。 な お 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ は 、 １
台 以 上 で あ っ て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 １ １ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 上 で 稼 働 す る 電 子 メ ー ル 交 換 ソ フ ト
を 用 い 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ と の 間 で 電 子 メ ー ル の 送 受 信 を 行 う 機 能 を 有 し て い
る 。 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 １ １ に よ っ て 電 子 メ ー ル の 送 受 信 が 行 わ れ る 場 合 、 Ｗ ｅ ｂ サ
ー バ １ ０ の 暗 号 鍵 １ ０ １ と 登 録 者 の 復 号 鍵 ２ ０ ２ と が 用 い ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 認 証 Ｄ Ｂ １ ２ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 上 に あ る デ ー タ ベ ー ス で あ り 、 認 証 に 必 要 な 情 報 等
を 格 納 す る も の で あ る 。 認 証 に 必 要 な 情 報 と し て は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 登 録 者 情 報 と 、
登 録 者 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス 等 と が あ る 。 ま た 、 認 証 Ｄ Ｂ １ ２ に は 、 認 証 後 に Ｗ ｅ ｂ コ ン
テ ン ツ の 更 新 が 行 わ れ る た め の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル パ ス が 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 １ ３ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 上 で 稼 働 す る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録
ソ フ ト を 用 い 、 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 １ １ を 介 し て 受 け 取 っ た 電 子 メ ー ル に 対 す る 認 証
Ｄ Ｂ １ ２ 内 の 情 報 に 基 づ い た 認 証 と 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ 内 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ フ
ァ イ ル へ の フ ァ イ ル パ ス を 用 い て の ア ク セ ス と を 行 う 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 上 に あ る コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス で あ
。 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ に は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 実 体 の フ ァ イ ル が 格 納 さ れ て い る
。 こ の フ ァ イ ル の 閲 覧 及 び 更 新 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 権 利 を 持 つ 利 用 者 だ け が 利 用 で き
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 １ ５ は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 上 で 稼 働 す る Ｗ ｅ ｂ 配 信 ソ フ ト を 用 い 、 Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ 上 の コ ン テ ン ツ を イ ン タ ー ネ ッ ト ３ ０ 上 に 配 信 す る 機 能 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 登 録 者 が 使 用 す る 装 置 で あ る 。 登
録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ と し て は 、 パ ソ コ ン 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ 等 の 通 信 機 能 を 有 し た
端 末 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ は 、 ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 ２ １ 、 Ｗ ｅ ｂ 閲
覧 部 ２ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 ２ １ は 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ 上 で 稼 働 す る メ ー
ル ソ フ ト を 用 い 、 電 子 メ ー ル の 送 受 信 を 行 う 機 能 を 有 し て い る 。 ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送
受 信 部 ２ １ に よ っ て 電 子 メ ー ル の 送 受 信 が 行 わ れ る と き 、 登 録 者 の 暗 号 鍵 ２ ０ １ と Ｗ ｅ ｂ
サ ー バ １ ０ の 復 号 鍵 １ ０ ２ と が 用 い ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｗ ｅ ｂ 閲 覧 部 ２ ２ は 、 Ｗ ｅ ｂ ブ ラ ウ ザ に よ り Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 １ ５ に よ っ て 配 信 さ れ た Ｗ ｅ
ｂ コ ン テ ン ツ を 閲 覧 す る 機 能 を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 側 の 暗 号 鍵 １ ０ １ 及 び 復 号 鍵 １ ０ ２ と 、 登 録 者 側 の 暗
号 鍵 ２ ０ １ 及 び 復 号 鍵 ２ ０ ２ と は 、 そ れ ぞ れ 対 を な す 鍵 で あ り 、 予 め 安 全 な 方 法 で Ｗ ｅ ｂ
サ ー バ １ ０ と 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ と に イ ン ス ト ー ル さ れ 、 第 三 者 に は 知 ら れ て い
な い も の と す る 。 ま た 、 登 録 者 側 の 暗 号 鍵 ２ ０ １ は 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ か ら の
電 子 メ ー ル の エ ン テ ィ テ ィ 認 証 を 行 う 場 合 に 有 効 な も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ に よ り 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 登 録 者 と 、 そ
の 登 録 者 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス と 、 登 録 者 が 更 新 可 能 な フ ァ イ ル パ ス と が 特 定 さ れ 、 そ の
特 定 さ れ た 情 報 が 認 証 Ｄ Ｂ １ ２ に 登 録 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ の ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 ２ １ に よ り 、 Ｗ
ｅ ｂ サ ー バ １ ０ の サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 １ １ が 持 つ メ ー ル ア ド レ ス を 用 い て 、 登 録 す べ
き Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 者 の 暗 号 鍵 ２ ０ １ で 暗 号 化 さ れ 送 信 さ れ る （ ス テ ッ
プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部 １ １ が そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 受 信 す る と 、 そ の
Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 者 の 復 号 鍵 ２ ０ ２ で 復 号 さ れ 、 そ の 復 号 さ れ た Ｗ ｅ ｂ
コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 １ ３ に 渡 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ こ
で 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 者 の 復 号 鍵 ２ ０ ２ で 復 号 さ れ る こ と に よ り 、
登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ か ら の 電 子 メ ー ル の エ ン テ ィ テ ィ 認 証 が 行 わ れ る こ と に な る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 １ ３ に よ り 、 受 け 取 っ た Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル
を 介 し て の 登 録 者 が 認 証 Ｄ Ｂ １ ２ 上 の 登 録 者 情 報 と 更 新 権 と を 用 い て 認 証 さ れ （ ス テ ッ プ
Ｓ ４ ） 、 認 証 の 結 果 、 更 新 権 が あ れ ば 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 認 証 Ｄ Ｂ １ ２ 内 の
フ ァ イ ル パ ス を 用 い て Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ に 登 録 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 認 証 の 結 果 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル に 対 す る 登 録 者 情 報 が 一 致 し な い 場 合
や 更 新 権 が な い 場 合 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ へ の 登 録 は 行 わ れ な い （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ）
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 後 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部 １ ３ に よ り 、 登 録 可 否 の 通 知 が サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信
部 １ １ か ら ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 ２ １ 宛 に Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ の 暗 号 鍵 １ ０ １ で 暗
号 化 さ れ て 送 信 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 そ の 登 録 可 否 の 通 知 が ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル
送 受 信 部 ２ １ に よ り Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ の 復 号 鍵 １ ０ ２ で 復 号 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 こ
れ に よ り 、 登 録 者 は ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部 ２ １ に よ っ て 受 信 さ れ た 登 録 可 否 の 通
知 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 い で 、 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部 １ ５ に よ り 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ に 登 録 さ れ た 登 録 者 の Ｗ
ｅ ｂ コ ン テ ン ツ が イ ン タ ー ネ ッ ト ３ ０ 上 に 公 開 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。 ま た 、 Ｗ ｅ ｂ 閲
覧 部 ２ ２ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ３ ０ を 通 し て Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ Ｄ Ｂ １ ４ に 登 録 さ れ た コ
ン テ ン ツ が 閲 覧 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ か ら Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ に 対
し イ ン タ ー ネ ッ ト ３ ０ を 介 し て 更 新 の た め に 登 録 す べ き Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 電
子 メ ー ル で 送 信 さ れ る と 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ に よ り 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が
電 子 メ ー ル で 受 け 付 け ら れ 、 そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル を 介 し て の 登 録 者 が 認 証 さ
れ た 後 に そ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル が 登 録 さ れ る よ う に し た の で 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン
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ツ の 更 新 を 行 う 場 合 、 電 子 メ ー ル の 発 信 者 の 特 定 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 メ ー ル の 発 信 者 の 特 定 を 確 実 に 行 う こ と が で き る こ と か ら
、 い た ず ら や 誤 操 作 に よ る 書 き 込 み 、 Ｄ ｏ Ｓ 攻 撃 （ こ の 場 合 、 問 い 合 わ せ メ ー ル ア ド レ ス
へ の Ｓ Ｐ Ａ Ｍ メ ー ル が そ れ 該 当 す る ） 等 へ の 対 処 も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 メ ー ル 、 暗 号 鍵 、 復 号 鍵 及 び デ ー タ ベ ー ス と の 認 証 を 組 み
合 わ せ る こ と に よ り 、 ロ グ イ ン し て フ ァ イ ル 転 送 を 行 う と い う 手 順 を ふ む こ と な く 、 予 め
登 録 さ れ た Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 登 録 者 が 特 定 様 式 の 電 子 メ ー ル を Ｗ ｅ ｂ サ ー バ の 電 子 メ ー
ル ア ド レ ス 宛 に 送 付 す る だ け で 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 が 行 わ れ る よ う に し た の で 、 Ｗ
ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル の 登 録 及 び 管 理 を 少 な い 手 順 で 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ と 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ と の 間 で の 電
子 メ ー ル の や り 取 り を 行 う 際 、 そ れ ぞ れ 対 を な す 鍵 で あ る 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ 側 の 暗 号 鍵
１ ０ １ 及 び 復 号 鍵 １ ０ ２ と 、 登 録 者 側 の 暗 号 鍵 ２ ０ １ 及 び 復 号 鍵 ２ ０ ２ と を 用 い る よ う に
し た の で 、 電 子 メ ー ル の エ ン テ ィ テ ィ 認 証 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ に フ ァ イ ル 転 送 の た め の ロ グ イ ン 環 境 を 構 築
す る 必 要 が な い た め 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ の セ キ ュ リ テ ィ レ ベ ル を 維 持 す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 が 行 わ れ る と 、 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ １ ０ か ら
登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ へ そ の 登 録 可 否 の 通 知 が 電 子 メ ー ル で 通 知 さ れ る た め 、 Ｗ ｅ
ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 の 確 認 を す ば や く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 メ ー ル メ ー ル の エ ン テ ィ テ ィ 認 証 を 暗 号 鍵 及 び 復 号 鍵 に よ
っ て 行 う 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 電 子 証 明 書 を 用 い て 行 う よ う に し て も
よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 複 数 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 作 成 者 に よ っ て 構 築 さ れ る Ｗ ｅ ｂ サ イ ト の 構 築 に 適 用 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 に 係 る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム の
概 要 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 シ ス テ ム に よ る Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ の 更 新 方 法 を 説
明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ 　 Ｗ ｅ ｂ サ ー バ
　 １ １ 　 サ ー バ 側 メ ー ル 送 受 信 部
　 １ ３ 　 Ｗ ｅ ｂ コ ン テ ン ツ 登 録 部
　 １ ５ 　 Ｗ ｅ ｂ 配 信 部
　 ２ ０ 　 登 録 者 ク ラ イ ア ン ト 装 置
　 ２ １ 　 ク ラ イ ア ン ト 側 メ ー ル 送 受 信 部
　 ２ ２ 　 Ｗ ｅ ｂ 閲 覧 部
　 ３ ０ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト
１ ０ １ ， ２ ０ １ 　 暗 号 鍵
１ ０ ２ ， ２ ０ ２ 　 復 号 鍵
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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